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過去最高の人出で幕 
52万人が公園を歩いた 

今
年
の
芦
野
公
園
桜
ま
つ
り
 

は
、
ま
つ
り
会
期
と
桜
の
開
花
 

が

一
致
し
、
 

四
月
二
十
八
日
八
万
人
 

二
十
九
日
六
万
人
 

三
＋
日
 
三
万
人
 

五
月
一
日
 

二
万
人
 

二
日
 
昼
二
万
人
 

夜
五
万
人
（花
火
）
 

九
万
人
 

十
万
人
 

七
万
人
 

と
過
去
最
高
の
五
十
二
万
人
の

人
出
を
記
録
し
た
。
会
期
半
ば

に
少
々
肌
寒
い
日
は
あ
っ
た
も

の
の
、
大
半
が
好
天
に
恵
ま
れ

て
半
ソ
デ
姿
も
チ
ラ
ホ
ラ
見
え

る
陽
気
で
あ
っ
た
。
 

五
月
二
日
の
花
火
大
会
は
午

前
中
に
小
雨
が
降
っ
た
が
無
事

開
催
に
こ
ぎ
つ
け
、
ま
つ
り
本

部
を
ホ
ッ
と
さ
せ
た
。
 

例
年
ま
つ
り
期
間
中
の
五
月

三
日
に
行
わ
れ
る
消
防
団
観
閲

式
。
出
店
の
人
た
ち
が
最
も
気

に
な
る
の
が
こ
の
日
の
天
気
0
 

一
年
ご
と
に
晴
れ
と
雨
模
様

が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
今

年
は
曇
り
空
。
自
慢
の
四
町
村

二
十
三
分
団

一
斉
の
放
水
訓
練

も
青
空
に
映
え
る
と
は
い
か
な

か
っ
た
が
、
そ
の
訓
練
ぶ
り
は

見
事
だ
っ
た
。
 

ま
た
四
日
は
、
ま
つ
り
の
超

目
玉
第
三
回
津
軽
三
味
線
全
日

本
競
技
大
会
が
こ
れ
以
上
な
い
 
 

と
い
う
ほ
ど
の
好
天
に
恵
ま
れ

て
、
競
技
会
場
と
な
っ
た
演
芸

場
に
は
、
競
技
開
始
前
か
ら
観

客
席
と
な
っ
た
芝
生
が
二
五
〇

〇
人
の
聴
衆
で
ぎ
っ
し
り
埋
ま

っ
た
。
 

参
加
者
の
中
に
は
遠
く
九
州

熊
本
か
ら
や
豪
華
な
大
型
バ
ス

で
中
央
か
ら
団
体
で
参
加
す
る

な
ど
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
津
軽

三
味
線
の
音
色
が
全
国
に
広
が
 

っ
て
い
る
も
の
だ
と
感
じ
ら
れ

た
。
競
技
に
入
る
前
に
津
軽
三

味
線
発
祥
の
地
金
木
の
先
達
の

偉
業
を
た
た
え
ん
と
建
立
さ
れ

た
津
軽
三
味
線
塚
と
津
軽
三
味

線
之
碑
に
献
花
を
し
そ
の
技
を

競
い
あ
っ
た
。
 

「津
軽
三
味
線
の
故
郷
で
そ
 
 

れ
も
桜
が
満
開
と
な
り
、
ま
た

そ
の
花
ビ
ラ
が
三
味
線
に
か
ら

み
つ
く
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
弾

け
る
な
ん
て
最
高
」
 
と
感
想
を

述
べ
る
参
加
者
も
お
り
、
当
日

は
公
園

一
帯
が
津
軽
の
感
動
の

音
色
に
酔
い
し
れ
た
。
 

協
賛
の
ス
ポ
ー
ッ
大
会
も
数

多
く
、
野
球
、
陸
上
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
 

い
ず
れ
も
天
気
に
は
恵
ま
れ

た
が
、
五
月
一
日
に
開
催
さ
れ

た
第
一
回
金
木
町
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
決
勝
戦
が
雨
に

た
た
ら
れ
、
選
手
達
は
雨
ガ
ッ

パ
を
着
て
い
る
も
の
の
コ
ー
ト

が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
、
ボ
ー
ル
が

ま
っ
す
ぐ
こ
ろ
ば
な
い
な
ど
悪
 
 

戦
苦
闘
の
連
続
。
 

そ
れ
で
も
表
彰
式
の
こ
ろ
に

は
雨
も
上
が
り
、
優
勝
チ
ー
ム

に
は
背
丈
ほ
ど
も
あ
る
持
ち
切

れ
な
い
よ
う
な
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

送
ら
れ
、
優
勝
チ

ー
ム
に
と
っ

て
は
雨
中
の
決
戦
も
苦
に
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
 

芦
野
公
園
駅
前
地
区
を
噴
水

や
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
小
川
、
 

親
水
池
な
ど
環
境
整
備
し
た
こ

と
に
よ
り
、
憩
い
の
場
が
広
が

り
好
評
を
得
た
。
今
年
度
も
池

周
辺
の
芝
張
り
や
水
性
植
物
の

植
栽
な
ど
環
境
整
備
に
入
る
。
 

こ
れ
が
終
わ
り
次
第
順
次
公
園

周
辺
の
整
備
に
と
り
か
か
り
、
 

ニ
ー
三
年
後
に
は
芦
野
公
園
も

変
わ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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部
長
 
秋
元
 

秀
樹

前
田
 
勲

班
長
 
長
尾
 

精
三

葛
西
 
博
美

◆
西
北
五
消
防
団
連
絡
協
議
会

長
表
彰
 

松
川
 
兼
良

平
川
 
由
一
 

◆
金
木
北
部
消
防
団
連
絡
協
議

会
長
表
彰
 

班
長
 
中

谷
 
明
良

古
川
 
政
信

神
成
 
亮
逸
 

団
員
 
前

田
 
進

山
中
 
信
弘

原
田
 
豊
 

団 班
員 長 

匠
響
，
 

へ
 

ー
消
防
功
労
者
表
彰

ー
 

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
 

▼
永
年
勤
続
功
労
賞
 

分
団
長
 

田
中
 
重
隆

◆
青
森
県
知
事
表
彰
 

▼
永
年
勤
続
功
労
賞
 

副
分
団
長
 
津
島
 
康
男
 

白
川
 
清
弘

団
員
 
鳴
海
 

一
成

◆
天
皇
陛
下
御
即
位
特
別
表
彰

▼
消
防
団
長
の
部
 

加
藤
 
卓
爾
 

▼
副
団
長
の
部
 吉

田
米
五
郎

西
村
 
昭
八

須
崎
 
悠
悦

◆
親
子
三
代
目
表
彰
 

分
団
長
 
三
上
 

保

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▼
功
績
章
 

分
団
長
 

其
田
 
兼
春

▼
勤
続
賞
 

副
分
団
長
 
伊
藤
 

一
聴

部
長
 

松
川
 
正
英

班
長
 
秋
元
 
憲

一

◆
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

▼
優
良
消
防
分
団
 

第
六
分
団
 

▼
優
良
消
防
分
団
（
現
場
功
労
）
 

第
三
分
団
 

▼
功
労
賞
 

副
分
団
長
 
伊
藤
 

一
聴
 
 

白
川
 
忠
雄
 

部
長
 
松

川
 
正
英

班
長
 
秋
元
 

憲
一

▼
現
場
功
労
章
 阿

部
 
昌
弘

前
田
 
進
 

前
田
 

▼
勤
功
章
 

副
分
団
長
 
白
川
 
忠
雄

部
長
 
其

田
 
栄
一

団
員
 
工
藤
 

幸
雄

▼
二
十
年
勤
続
章
 

部
長
 
白

川
 
幹
雄

岡
田
 
勲

山
口
 
善
三
 

班
長
 
加
藤
 

金
三

松
川
 
一
男

伊
藤
 
清
治

米
谷
 
敏
雄

今
 

義
麿
 

団
員
 
小
松
 

三
倶

福
井
幸
二
郎
 

▼
＋
五
年
勤
続
章
 

部
長
 
木
立
 
久

雄
 

班
長
 
荒

井
 
健
一

角
田
 
誠

一

成
田
  
俊
造

川
ロ
 
稔
 

川
口
  
新
造

葛
西
  
政
秋
 

団
員
 
中
村
 

 
光
弘
 

荒
井
 
次
雄

大
橋
 
幸
則

鳴
海
 
保
幸

▼
十
年
勤
続
章
 

班
長
 

沢
田
 
誠

一
 

野
戸
谷
定
光
 

団
員
 
野
宮
 
清

三
潟
成
太
郎
（
 

泉
谷
 
哲
夫

徳
田
 
重
夫

前
田
 
竹
彦

土
岐
 
保
友

原
田
 
豊

今
 
清

作

工
藤
 
薫
 

◆
青
森
県
消
防
協
会
北
五
支
部
 

表
彰
 

」
三
三ス
ポ
ー

ツ
入

尚
貝
一
三三

 

O
金
木
町
朝
野
球
協
会
オ
ー
プ
 

▽
四
〇
〇

M
リ
レ

l
 

ン
戦
 
第

二
位
金
木
小
学
校
チ
ー
ム
 

優
 
勝
 

c
I
TY
且
 
◇
小

学
校
女
子
の
部
 

準
優
勝
 
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ
 

▽
オ
ー
プ
ン
二
〇
〇

M
 

＠
金
木
桜
ま
つ
り
県
下
銃
剣
道
 
第

二
位
 
今
 
有
未
（
嘉
瀬
）
 

大
会
 

▽
オ
ー
プ
ン
走
幅
跳
 
木

以
北
小
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

▽
少
年
幼
児
の
部
 
第

一
位
原
田
司
子
（
喜
良市
）
 
大
会
 

優
 
勝
 
田
中
 
孝
彰
 

第
三
位
 
棟
方
陽
子
（
嘉瀬
）
 

優
 
勝
 
嘉
瀬
小
学
校
 

（第
二
保
育
所
）
 

▽
オ
ー
プ
ン
走
高
跳
 

0
西
北
五
地
区
中
学
選
抜
ソ
フ
 

▽
少
年
高
学
年
の
部
 
第

一
位
 
山
田
暁
子
（金
木
）
 
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

第
三
位
 
田
中
 
憲
央
 

◇
中
学
校
男
子
の
部
 

準
優
勝
 
金
木
中
学
校
 

（
金木
小
学
校
四
年
）
 

▽
オ
ー
プ
ン
ー
〇
〇

M
 

＠
第
十
一
回
金
木
桜
ま
つ
り
西
 

O
金
木
町
朝
野
球
協
会
桜
ま
つ
 
第

三
位
 
近
村
伸
悟
（
金
木
）
 
北
五
小
中
学
校
相
撲
大
会
 

り
協
賛
野
球
大
会
 

▽
オ
ー
プ
ン
走
高
跳
 

▽
小
学
校
団
体
 

優
 
勝
 
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
 

第
二
位
 
成
田
 
稔
（
金木
）
 

優
 
勝
 
嘉
瀬

B
 

準
優
勝
 

c
I
TY
n
 

◇
中
学
校
女
子
の
部
 
▽
小
学
校
四

年
個
人
 

＠
第
十
四
回
芦
野
陸
上
競
技
選
 

▽
一
年
一
〇
〇
M
 

第
三
位
 
松
川
（
嘉
瀬
）
 

手
権
大
会
 

第
三
位
田
中
麻
由
美
（
金
木
）
 
▽
小
学
校
六
年
個
人
 

◇
小
学
校
男
子
の
部
 

▽
オ
ー
プ
ン
八
〇
〇

M
 

第
三
位
 
沢
田
（
嘉
瀬
）
 

▽
五
年
一
〇
〇

M
 

第

一
位
小
山
内
由
美
（
金
木
）
 
▽
中
学
校
一
年
個
人
 

第
一
位
 
長
尾
 
潤
（
金
木
）
 
▽
オ
ー
プ
ン
走
高
跳
 

第

一
位
伊
藤
健
治
（
金木
南
）
 

▽
オ
ー
プ
ン
ー
〇
〇
M
 

第
三
位
 
大
橋
奈
々
（
金木
）
 
▽
中
学
校
二
年
個
人
 

第
三
位
 
泉
谷
明
緩
（金
木
）
 
⑨
金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
旗
争
奪
金
 
第
三

位
 
西
村
（
金
木
）
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団班
員 長 

久 



2
4
 
じ
ょ
ん
か
ら
節
 

2
5
 
じ
ょ
ん
か
ら
中
節

2
6新
相
馬
節
 

2
7
 
関
の
五
本
松
 

2
8
 ソ
ー
ラ
ン
節
 

2
9外
山
節
 

3
0炭
坑
節
 

3
1
 タ
ン
ト
節
 

3
2津
軽
あ
い
や
節
 

3
3津
軽
小
原
節
 

3
4津
軽
音
頭
 

3
5津
軽
甚
句
 

3
6
 
津
軽
ば
や
し
 

3
7
 
津
軽
山
唄
 

3
8東
京
音
頭
 

3
9
 
十
三
の
砂
山
 

4
0
 
ド
ン
パ
ン
節
 

中
里
の
な
に
も
さ
さ

ノ
ー
ェ
節
 

4
3花
笠
音
頭
 

4
4
 
ホ
ー
ハ
イ
節
 

4
5北
海
盆
唄
 

4
6
 
最
上
川
音
頭
 

4
7八
木
節
 

4
8弥
三
郎
節
 

4
9安
木
節
 

5
0
 
よ
さ
れ
節
 

5
1米
山
甚
句
 

47 46 45 44 43 42 41 

行
政
相
談
は

身
近
な
相
談
相
手
で
す
 

あ
な
た
が
町
1
番

コ
ー
ナ
ー
 

嘉
瀬
上
小
栗
崎
に
住
む
菊
地
 

9
 お
こ
さ
節
 

由
太
郎
さ
ん
（
七
十
二
歳
）
は
  

1
0
 
お
ば
こ
節
 

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
  

1
1
 

鹿
児
島
小
原
節
 

ま
で
の
各
地
の
民
謡
五
十

一
曲
  

1
2
 

嘉
瀬
の
奴
踊
 

を
歌
え
る
歌
い
手
。
 

1
3木

曽
節
 

こ
れ
で
町

一
番
。
 

1
4
 

旧
あ
い
や
節
 

※
歌
え
る
民
謡
は
次
の
通
り
。
 

 

1
5
 

旧
越
中
小
原
節
 

1
 あ
い
や
節
 

1
6草

津
節
 

2

秋
田
小
原
節
 

1
7串

本
節
 

3

秋
田
音
頭
 

1
8
 

黒
石
よ
さ
れ
 

4

秋
田
節
 

1
9
 

黒
川
桃
太
郎
節
 

5

秋
田
船
方
節
 

2
0
 

黒
田
節
 

6

阿
里
屋
節
 

2
1斉

太
郎
節
 

7

鯵
ケ
沢
甚
句
 

2
2
 

佐
渡
お
け
さ
 

8
 江
差
追
分
 

2
3三

下
り
 

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
で

行
政
が
行
う
仕
事
に
つ
い
て
苦

情
や
要
望
、
意
見
が
あ
っ
た
と

き
、
も
っ
と
も
身
近
な
相
談
相
 

▼
理
事
長
 

今
 
兼
春
 

▼
理
事
長
職
務
代
理
者
 

角
田
 
千
代
作
 

手
に
な
る
の
が
、
行
政
相
談
員

で
す
。
 

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
や
電

話
、
手
紙
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

▼
理
事
 

泉
谷
 
義
美
 

白
川
 
喜
美
雄
 

原
田
 
勘
衛
門
 

内
容
は
行
政
に
関
す
る
こ
と
で

あ
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
で
も
よ
く

相
談
を
受
け
た
行
政
相
談
員
は

秘
密
を
守
っ
て
親
切
に
お
世
話

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
同
時
に
、
受
け
た
相
談

は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
ゃ
、
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
そ
の
後
の
行
政

連
営
に
生
か
す
と
い
う
大
切
な

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
町
の
行
政
相
談
員
 

角
田
 
ひ
さ
 

金
木
字
朝
日
山
4
1
4
 

皿
五
三
ー
三

一
二
八
 

原
田
 
僚
 

秋
元
 
幸
之
進
 

米
谷
 
健
一
一
 

近
藤
 
仁
 

山
崎
 
紘
二
（企
画
室
長
）
 

▼
監
事
 

外
崎
 
栄
 

鳴
海
 
忠
吉
 

▼
事
務
局
長
 

福
井
 
定
治
（
企
画
室
）
 

▼
業
務
係
 

斎
藤
 
恵
祐
（
総
務
課
）
 

▼
庶
務
係
兼
会
計
係
 

今
 
義
律
（
企
画
室
）
 

Sill ill川町金木だより ④ 

歌
え
る
民
謡
が
五
十
一
曲
 
菊
地

由
太
郎
さ
ん
 

▲新行政相談員 

角田 ひさ さん 

▲新理事長に就任した

今 兼春 さん 

金
木
町
土
地
開
発
公
社
新
役
員
決
ま
る
 

(
 



嘉瀬小学校野球部 

金木中学校テニス部 

馴
し

J
嚇
史
の
 

き

H
r！
与
望
明
 

福

篇
電

の
名
の
下
に
 

督
野
に

4
は

α
り
て
 

針
耀
報

の
 

黒
異
一
舞
 

踊
麗
一
 

字
 

ぼ
く
た
ち
の
野
球
部
は
、
三

年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
合
わ
せ

て
二
十
四
人
で
す
。
 

ぼ
く
た
ち
野
球
部
の
練
習
は

外
で
や
る
と
き
は
、
グ
ラ
ン
ド

を
大
周
り
二
周
と
体
操
を
し
ま

す
。
そ
れ
が
お
わ
る
と
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
六
年
か
ら
三
年
ま

で
や
り
ま
す
。
つ
ぎ
に
先
生
が

ノ
ッ
ク
を
し
、
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
を
し
ま
す
。
 ノ
ッ
ク
と

テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
三
年
 
 

と
四
年
が
玉
拾
い
で
、
五
年
と

六
年
が
中
心
に
な
っ
て
や
り
ま

す
。
つ
ぎ
に
ベ

ー
ス
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
、
反
省
し
て
お
わ
り
ま

す
。
中
で
や
る
と
き
は
階
段
を

一
階
か
ら
三
階
ま
で
、
往
復
一
一

十
周
し
ま
す
。
つ
ぎ
に
ふ
っ
き

ん
と
、
う
で
た
て
ふ
せ
を
そ
れ

ぞ
れ
五
十
回
や
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
野
球
の
練
習
を
月
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
の
間
、
四
時
か

ら
六
時
ま
で
や
り
ま
す
。
冬
は
 
 

ス
キ
ー
で
野
球
の
練
習
が
一
回

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

ス
キ
ー
で
き
た
え
た
足
こ
し
は

野
球
に
も
や
く
だ
つ
と
思
い
ま

す
。
 

昨
年
は
準
優
勝
を
二
回
し
ま

し
た
。
ぼ
く
た
ち
も
そ
れ
に
負

け
な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

嘉
瀬
小
学
校
 

野
球
部
主
将
 
松
川
健
吾
 

私
達
テ
ニ
ス
部
は
、
三
年
生

六
名
、
二
年
生
八
名
、
 一
年
生

九
名
か
ら
な
る
計
二
十
三
名
の

部
活
で
す
。
 

顧
問
の
先
生
が
変
わ
っ
て
新

し
く
山
谷
先
生
が
お
い
で
に
な

り
、
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
こ
れ
か
ら
ひ
か

え
た
試
合
、
特
に
三
年
生
が
最

後
の
試
合
と
な
る
中
体
連
に
向

け
て
、
タ
方
遅
く
ま
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
試
合
に
は

一
 
 回

し
か
出
場
し
て
い
な
い
の
で

経
験
が
浅
く
、
山
谷
先
生
に
は

基
礎
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
、
 

部
員
は
秋
か
ら
見
て
だ
い
ぶ
上

達
し
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。
 

昨
年
の
新
人
戦
は
初
の
試
合

と
な
っ
た
の
で
す
が
、
い
い
成

績
は
残
ら
ず
、
た
だ
練
習
不
足

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
点
今
回
は
練
習
量
も
多
く
や

っ
た
し
、
後
悔
し
な
い
試
合
が
 
 

で
き
そ
う
で
す
。
 

金
木
中
テ
ニ
ス
部
は
、
た
だ

試
合
で
勝
つ
だ
け
で
は
な
く
、
 

何
か
も
っ
と
大
き
な
こ
と
を
部

員
全
員
が
学
べ
る
よ
う
な
そ
ん

な
部
活
に
し
た
い
と
、
練
習
に

励
ん
で
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
 

金
木
中
学
校
 

テ
ニ
ス
部
部
長
 
中
村
真
希
 

⑤ 金木だより川II川111111・ 



第11回津軽地区少年柔道練成大会 
団 体 小 学 校 の 部 
第 	3 	位 

金木柔道スポーツ少年団 

	Immm川川金木だより 
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第 	3 	位 

第6回県下小・中学生 
あおもり版画まっり 
小学校の部 準佳イ乍 

第6回県下小・中学生 
あおもり版画まっり 
小学校の部 準佳イ乍 

気-k 

（
一
 

 
‘
 

 
博 ' 

金 	本 康 	イ申 
金木小学校（現在6年） 

前
金
 
田

木
 
瞬

校
 

小
 
学
 

鳴 海 和
嘉 瀬 小 学 

実 
校 

第6回県下小・中学生 
あおもり版画まっり 
小学校の部 入 選 

第6回県下小・中学生 
あおもり版画まっり 
小学校の部 入 選 

第6回県下小・中学生 
あおもり版画まっり 
小学校の部 入 選 

v 
一 ドLtに 

rで 門 
白 
川 

川 雅
倉 小 学 

海 
校 

松
嘉
 
刀

瀬
 
和
学
 
史

校
 

小
  

田
金
 
中

木
 
和
学
 
幸

校
 

第6回県下小・中学生 
あおもり版画まっり 
小学校の部 入 	選 

第6回県下小・中学生 	
6Il顕翁f-: ) あおもり版画まっり 

小馴交の部 入 選 	 小判交の部 入 選 

1
 

成
嘉
 
田

瀬
 
和
学
 
則

校
 

同 
‘、 
山
金
 
う
畢
 
田
 
知
 
里
 

田木
 
麗
学
 
奈

校
 

嘉
 
瀬
 
小
 
学
 
校
 


